
可決された案件
（要旨）

今
回
の
臨
時
会
に

提
出
さ
れ
た
案
件

は
４
件
で
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お

り
承
認
・
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
福
生

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

平
成
25
年
度
税
制
改
正
に

伴
う
地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
、
平
成
25
年

３
月
29
日
に
可
決
成
立
し
た

こ
と
に
伴
い
、
条
例
改
正
の

必
要
が
生
じ
た
も
の
で
、
市

長
が
専
決
処
分
し
た
も
の
。

　

改
正
内
容
は
、
今
回
の
制

度
改
正
で
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

へ
の
移
行
に
よ
り
世
帯
人
員

が
減
少
し
、
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
事
態
を
避
け
る

た
め
の
５
年
間
の
軽
減
措
置

が
、
平
成
25
年
度
以
降
に
つ

い
て
も
継
続
し
、
恒
久
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
市
道
に
お
け
る
移

動
等
円
滑
化
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
の
円
滑
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
規
定

す
る
特
定
道
路
に
該
当
す
る

市
道
の
基
準
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
が
、
条
文
中
に
特
定

道
路
と
い
う
表
現
が
な
い
た

め
、
わ
か
り
や
す
い
条
文
に

整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
会
の
会
派
構
成
に
鑑
み
、

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
定

数
を
「
10
人
以
内
」
か
ら
「
９

人
」
に
改
め
る
も
の
。

◎
福
生
市
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
辞

職
に
伴
い
、
新
た
に
議
会
推
薦

の
青
海
俊
伯
議
員
を
選
任
す
る

た
め
に
議
会
の
同
意
を
求
め
る

も
の
。

常任委員会等の担当部署と目的 

総務文教委員会  

建設環境委員会  

市民厚生委員会  

議会運営委員会  

名  称 担 当 部 署 と 目 的  

横 田 基 地 対 策
特 別 委 員 会

定 住 化 対 策
特 別 委 員 会

企画財政部、総務部、市民部課税課、市民部収納
課、教育委員会、固定資産評価審査委員会、選挙
管理委員会、監査委員及び会計課の所管に関す
る事項並びに他の委員会の所管に属さない事項

生活環境部、都市建設部及び農業委員会の所管
に関する事項

市民部（課税課、収納課を除く。）福祉保健部及び
子ども家庭部の所管に関する事項

議会の運営、議会の会議規則、委員会に関する条
例等及び議長の諮問に関する事項

人口減少が続く中で、住宅施策について調査研究
し、定住化を促進する措置を講ずるため

防衛施設に係わる交付金及び支出金制度の改善
並びに基地に係わる市民生活の環境等の整備、充
実及び諸問題について調査研究をし、民生安定の
ための措置を講ずるため

議場略図（議員名） 

（日本共産党）
奥 富 喜 一

     

   （公明党）  

     

  （正和会）   

◎氏名の上の数字は議席番号で、（　）は会派名です 

（日本共産党）
池 田 公 三

（無所属の会）
町 田 成 司

（公明党）
堀　雄一朗

（公明党）
五十嵐みさ

（正和会）
清 水 義 朋

（正和会）
大 野　 聰

（正和会）
武 藤 政 義

（正和会）
串 田 金 八

（正和会）
柳 川 英 司

（正和会）
岩﨑百合子

（正和会）
杉 山 行 男

（正和会）
乙 津 豊 彦

（正和会）
末 次 和 夫

（市民派クラブ）
大 野 悦 子

（市民派クラブ）
田 村 正 秋

（生活者ネットワーク）
阿 南 育 子

（公明党）
原 田　 剛
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